
国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

   

 

             「笑 門 来 福」 

例会日 毎週水曜日 12：30～ 例会場 ホテルシーズン日南 

住所   日南市園田 3-11-1 TEL 0987-22-5151 FAX0987-22-9588          会長 山口秀一 

基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間 

第3219回例会 №11 2019.09.25  曇り 

点鐘・国歌・ロータリーソング 18時30分  「国歌」 「奉仕の理想」 

四 つ の テ ス ト  竹井崇利 君 

ゲ ス ト 
2730地区ガバナー 喜島健一郎君（宮崎西 RC） 

2730地区ガバナー補佐 河野清見君（串間 RC） 

ビ ジ タ ー 山元啓司君・大平絋史君・大平貴博君（宮崎西 RC） 

例 会 行 事 ガバナー公式訪問例会（3RC合同） 

 

会長時間 

ラグビー代表に外国人選手がいる理由は？ 背景には発祥地「大英帝国」の歴史が。 

ラグビーにおけるこのような代表規定は、オリンピックなどが採用するいわゆる「国籍主義」と対比して、

「協会主義」と呼ばれる。各地域のラグビー協会に所属する選手が、国籍にかかわらず代表になれる。ラグビ

ー代表の資格を得る条件として、本人が当該国で生まれている、両親又は祖父母のうちの一人が当該国で生ま

れている、本人が当該国に3年間以上住み続けている（2020年末からは5年間以上）。 

実際、外国人選手が多いのは日本代表だけではない。ワールドカップでは、代表31人中、日本を含めた9チ

ームにおいて代表の外国出身選手が10人を超えた。その目的はもちろん、チームの実力強化だ。日本では、故

平尾誠二氏によるチーム改革をターニングポイントとして外国人選手の積極起用が始まり、その方針が現在の

チーム編成にも影響を与えているという。 

なぜ、外国人がこのような仕組みになったのか？ラグビー発祥の地大英帝国は、オーストラリアや南アフリ

カなど多くの植民地を抱え、そうした植民地にルーツを持ちながら英国本国に暮らす者もいた。彼らの中には

ラグビーを楽しむ者もおり、本国の各代表チームに入ることを望みます。植民地出身者が本国で代表になるこ

とを認めるか否か、決める必要が生じたのだ。 

そこで注目されたのが「出生」と「居住」という二つの観点だ。出生については、両親が当該国で生まれて

いれば、たとえ本人が植民地で生まれていても当該国の代表になれるという血統の考え方も含んでいた。また、

1910年ころには当該国に2年間居住していれば代表になれることも決まる。また、現在のワールドラグビーは

「一度ある国の代表として試合に出た選手は、他国の代表になることはできない」また、日本との対戦が予定

されているアイルランド代表も特徴的だ。サッカーでは、アイルランド代表（アイルランド共和国）と北アイ

ルランド代表（イギリス領北アイルランド）の2チームが存在するのに対して、ラグビーでは、両地域が国境

を越えて一つになった『アイルランド代表』が存在するのだ。 

既存の国籍や国境にこだわらないラグビーの文化をまさに象徴しているチームといえるだろう。出身国や国

籍がさまざまな選手たちが一つの勝利を目指して戦う姿は感動的で、国籍にとらわれないスポーツ文化や社会

の姿を考える契機になるはずです。 

  

 

 

 



 

例会行事   ガバナーアドレス 2730地区ガバナー 喜島健一郎君（宮崎西 RC） 

 

本地区研修協議会は 2019－20年度の RIの方針を認識することにあります。本年度の

国際ロータリー会長は、米国アラバマ州ジケーターRC弁護士のマーク、ダニエル、マロ

ーニー氏であります。彼はロータリーの目的は 1.職業上高い倫理観を持ちロータリアン

各自の職業を高潔なものにする。2.一人一人が個人として職業や社会生活において奉仕

活動をする。3.知り合いを広めることにより奉仕の機会とする。4.奉仕の理念で結ばれ

た職業人が世界的ネツトワークを通じて国際理解、親善、平和を推進する。以上の目的

と共にロータリーを拡大し更に力強いロータリーを築こうと述べ、次年度会長テーマを

ロータリーは世界をつなぐと発表し、その為に 1.ロータリーを成長させる。2.家族の重要性、3.組織の改革、

4.国連との連携、を述べロータリアン同士が手を取り合うのを促していました。私はこの事から、国際ロー

タリー第2730地区の目標を次のように決定致しました。 

目標 クラブの活性化に努めよう 

その為の活動計画 

1. 童心と共に原点に帰り原点を大切にして変化を受け入れ目標に向おう。 

2. 女性会員が10%未満のクラブは、女性会員を 10％以上に増強して下さい。 

3. クラブの会員が 50名以下のクラブは10名単位で会員を増強して下さい。 

4. 姉妹クラブがないクラブは、国内か国外に姉妹クラブを作って下さい。 

5. 5年間グローバル補助金を使用していないクラブは、財団のグローバル補助金を使い国境を

超えた恵まれない人々を支援する活動をして下さい。 

各クラブの方々にお願いしたい事は、5つの活動計画のうち、どのことに取り組むべきか、というこ

とであります。その他に取り組むことはあるかどうか、取り組むことは 1つか複数かの判断をお願

いしたいと思います。活動計画の実行がクラブの活性化に繋がると思いますので、どうか宜しくお

願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クラブフォーラム   青少年奉仕委員会委員長 黒岩久登君 

青少年奉仕委員会委員長の黒岩です。今日は当委員会の活動計画を発表します。 

高校生就職支援セミナーの開催 

8月31日に南郷信用金庫本店2階にて開催済みである。 

日南振徳高校の生徒28名を迎え、大変有意義であった。 

少年野球の大会を主催しロータリーを広く認知させ地域貢献する。 

11月に開催予定であり、80,000円の予算を組んでいる。 

予算は審判の日当、並びに試合で使うボールの購入、優勝チームへの野球道具の贈呈

に使う。特に6年生には最後の試合となるので、心に刻まれる大会となるようにしたい。 

その他、青少年の健全育成に関する活動を実施する。 

当クラブには「わかば奨学会」という制度があり、日南市内の高校生、専門学校生５人に奨学金12万円／人

を授与しております。この事業は日南RC50周年記念事業として創設され、今年で17年目になります。財源は会

員からの寄付と地区補助金で運営しております。選考基準は、成績優秀、品行方正で、夢の実現に向けて頑張

っている生徒さんになります。 

以上の活動を行っています。ありがとうございました。 

 

出席率報告 

 今回は都合により、次回に報告いたします。 

 

茜会コンペ報告 

 9月29日（日）青島ゴルフ倶楽部で第211回茜会コンペ（今年度第1回目）が行われました。晴天の中と

ても暑く皆さん元気で？プレイしていました。優勝者は濱砂睦司君でした。 

 

順位 名前 OUT IN グロス HDCP NET 新H 

優 勝 濱砂睦司 50 54 104 29 75 23 

準優勝 鬼束忠男 54 53 107 30 77  

３位 山口秀一 53 51 104 24 80  

４位 田島逸男 44 44 88 4 84  

５位 宮田真一郎 57 51 108 24 84  

６位 守永裕一 54 44 98 11 87  

７位 河野通郎 57 61 118 30 88  

 

 

 

 

 

 

 

 

優勝者の濱砂君都合により表彰式には参 

    加できませんでした。 
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会長：山口秀一  副会長：村岡俊宏  幹事：入中英雄  雑誌会報広報委員長：河野通郎 
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